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序  章 
 
 第一節 研究の目的 
 
 「日
に
本
ほん
傳
でん
講道館柔道」（以下、「柔道」という）は、明治15年（1882）に教育者であっ
た嘉納治五郎1（1860-1938）によって創始されたものである。 
 柔道は、江戸期の柔術を技術的な母体とし、嘉納によって教育的観点にもとづいた改良
等がなされて柔道の技術として体系化された。そして昭和20年（1945）の大戦終結以前
（以下、「戦前」という）において、すでに学校（正課および課外）や社会一般に普及し、
広く国民の間で実施されるようになっていた。その後、昭和39年（1964）の東京オリン
ピックでの正式種目採用を大きな契機として急速に世界に普及し、現在200ヶ国／地域が
国際柔道連盟に加盟するに至っている。その一方で、今日までの柔道の発展は「競技」と
いう側面におけるものに過ぎず、いわゆる「教育的価値」が低下しているとの指摘がされ
ている2。 
昭和 20 年（1945）、終戦により学校における柔道（正課および課外のすべて）は軍事
技術とみなされて全面的に禁止となった。GHQに対して柔道復活のための関係者の積極
的な運動が展開され、昭和 25 年（1950）、学校における柔道は「競技スポーツとして行
うこと」を制約して復活を果たすのであった。昭和 26 年（1951）の学習指導要領以降、
平成元年（1989）改訂で中学校・高等学校の保健体育において新たに「武道」領域が設
定されるまでの約 40年間、柔道はボクシングやレスリング等と同じ「格技」領域のスポ
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ーツとして位置づけられてきた。つまり、戦後の日本においては学校柔道（正課および課
外）が核となって「競技スポーツとしての柔道」を育んできたのである。 
こうした背景を踏まえ、永木は「戦後の柔道界では『教育と競技』の関係が整理されて
きたとはいい難く、そのような情況をみれば、学校柔道についても、･･･（中略）･･･その
教育方法はどうあるべきかについて十分に検討されてこなかったのは明らかである。」3と 
述べている。平成24年度（2012）から中学校の保健体育で武道が必修化されたことは周
知のとおりであるが、柔道の内容・方法をめぐる議論は今なお進行中であり、時代にあっ
た指導法を考えるうえで、まずは戦前の学校柔道がどのような内容・方法で行われてきた
のかということをあらためて検証しなければならない。しかしながら、これまでに、戦前
における学校柔道を教材史的な視点から取り扱った研究はみられない。 
チャンピオンシップにもとづいた競技中心の柔道では「強い選手を育てること」に主眼
が置かれる「強者のための柔道」であり、そこには弱者に対する配慮はほとんど行われな
い。教育として行われるべき学校柔道は初学の者を対象としており、競技として行うこと
はできない「弱者」（例えば、子どもたち）に適した指導がなされるべきである。 
 永木によると、こうした「教育」と「競技」の関係が問われること自体は、すでに戦前
から在ったと考えられ、「教育としての柔道」を形成した嘉納自身によって、柔道の競技
化はすでに明治期からなされていたのである4。つまり、競技化が進行するなかで、教育
としての柔道をどのようにしていくのかという同様の現代的課題を追究するためには、嘉
納が存した戦前の情況を検討する必要がある。 
 柔道が創始された明治初期の日本では、一刻も早く欧米列強に肩を並べ対峙できるよう
3 
 
近代化を推し進めることが至上命題とされ、「富国強兵」「殖産興業」というスローガンに
よって強い国家を構築することが重要な国策となっていった。したがって、軍事力（兵
力）・労働力として国民の「体力の向上」が国家的課題となり、それは教育界においても、
いわゆる「国民体育」の概念の下で身体鍛錬が重視され、そのための具体的な内容と方法
が模索され続けた5。学校教育では、体育6が実施されるようになり、その中心教材には欧
米に倣って西洋式の体操が位置づけられた。医学・生理学に根拠を持つ体操を採用した文
部省では、体操を万能とする体育観が支配的となった。 
 一方、明治 10年代頃から武術の正科採用を推す声が武術家を中心に出されるようにな
ると7、文部省は明治16年（1883）、体操伝習所に武術の学校正科教材としての「適否調
査」を諮問した。体操伝習所は柔術・剣術の実地調査を行い、翌年、答申を出した。この
答申内容については本論（特に第二章）において詳述するが、武術に対して様々な問題点
を挙げたうえで、武術は正科としては不採用とするというものであった。結果的に、武術
の正科採用は明治44年（1911）まで待たねばならなかったが、嘉納はこの文部省による
学校正科教材として不適当という見解を強く意識して、それらをすべて克服していくよう、
以後、体育の教授内容・方法として柔道を教材化していくための工夫をしていったとみら
れる。詳細については各章でみていく。 
 嘉納は、学校体育の主教材であった体操に対して、早い時期から一貫して懐疑的であっ
た。彼の痛烈な体操批判は、明治22年（1882）に行った講演「柔道一
いっ
班
ぱん
並
ならび
ニ其
その
教育上
ノ価値」8（以下、本論文では「教育上ノ価値」講演と略記）においてすでに看取できる。
このなかで嘉納は、体操には運動としての面白みがなく、実践者が継続性を持って行い得
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ないと指摘する一方で、柔道では「乱取
らんどり
」によって「身体の強化」や実践者が「興味・面
白み」を得られるという点から、柔道が体操に優る体育教材であることを主張した。さら
に、学校体育の主目的たる「身体の調和的発達」の観点から「乱取」を補完するものとし
て「形
かた
」の必要性を強調し、なかでも体操に対峙する具体的な教材として「体操の形」9を
提示した。それは柔道の学校正科教材化を図るために、西洋式の体操を万能としていた文
部省の体育観への適合が意図されたものであったと言えよう。 
また嘉納は、「体操の形」（「剛
ごう
柔
じゅう
の形」および「柔
じゅう
の形」）を老若男女が実施可能な
ものとしてしつらえ、「大衆性」や「生涯性」を備えた体育法として位置づけていた。明
治 20～40 年代には「体操の形」をもって学校体育教材として正科採用が企図されるが、
結局文部省は乱取技を中心とする柔道そのものを採用することとし、明治44年（1911）
に「中学校令施行規則」の一部改正により、はじめて学校正科の選択教材として柔道が採
用されることとなった10。嘉納にしてみれば、未だ完全ではないが最良の体育法と考えて
いた柔道を広く国民に普及していくために、まずは学校体育という大きな「場」を手に入
れることとなった。 
 中等学校11に正科採用された大正期以降、嘉納は学校柔道の教授内容・方法の整備に力
を注いだ。詳細については、第三章および第四章において述べるが、それは嘉納が柔道の
練習法として設定した「乱取」と「形」によるものであった。すでに「教育上ノ価値」講
演で示されたとおり、嘉納は、柔道を学校体育教材として適合させることを前提に構想し、
それは「乱取」と「形」という練習法を相互補完的に行うことによって実現しようとした。 
「乱取」を中心とした技の練習においては、「身体の強化」や実践者の「興味・面白み」
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が得られるという体育としての利点がある反面、初学の者が方法を誤ると運動が過激にな
り過ぎ危険を生じることも懸念される。そのため嘉納は、子どもの発達段階と技の難易度
を考慮した乱取技の指導順序を示して、学校柔道に適した段階的指導の方法を整備してい
く。「形」は、「身体の調和的発達」を促す観点から乱取による技の練習に入る前の導入教
材として、体育的な「形」である「柔の形」を初心者指導の方法として位置づけ、昭和期
に入るとさらに改良を加えた「精力善用国民体育（の形）」を嘉納は考案し、学校柔道に
おいて「形」から「乱取」へという教習課程を確立していくのである。 
 このような嘉納による、学校柔道における教授内容・方法を整備・確立するための工夫
の過程に共通する視点は、「易しいものから難しいものへ」ということである。それは、
初学の者を対象とする学校柔道における段階的指導の観点の一環として捉えることがで
きる。 
 今日の学校柔道において求められる指導の在り方は、戦前の在り方への単純な回帰から
打ち出されるものでもなければ、もちろん戦後の競技化路線の延長において示されるもの
でもない。そこでは、今日の学校柔道の諸情況を考慮しつつ、その内容・方法を確立する
ことが課題として求められているのである。そのような課題に応じるためにも、これまで
の学校柔道での教授内容・方法はどのようなものであったのか、とりわけ戦前おける先人
の取り組みの中で学校柔道における普遍的な内容・方法は何であるのかが追究されなけれ
ばならない。 
 以上に述べたことから、本研究の目的は、嘉納によって創始された柔道が、戦前の学校
柔道においてどのような内容で、どのように教えられていたのかを究明することである。
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そして、この目的によってなされる本研究は、現在の教育課題として今後も求められるで
あろう学校柔道の指導の在り方に重要な示唆を与えることが期待される。 
 
 なお、「学校柔道」とは、主として学校の授業で行う柔道をイメージして用いられる用
語であり、一般的には課外活動を含まないものとして捉えられる。例えば、大瀧忠夫らに
よって著された『学校柔道』12と題する戦後の文献においてもみられるように、学校の授
業を主対象として扱われている。本研究においても、主たる研究対象は、正科における柔
道の授業に置いている。ただし、その教授内容・方法は授業だけにとどまらず、広く課外
活動や学校外の社会体育において初心者を指導する際にも適用され、定着していったもの
であることを付言しておく。 
 また、主題である「学校柔道の教授内容・方法」として本研究で対象とするのは、正科
授業において教授する柔道の技術（技）に限定することをあらかじめ断っておく。 
 
第二節 研究の方法 
 
 本研究では、文献研究を主たる分析方法とする。特に重要な史料となるものは、明治期
から戦前までに発刊された柔道関係書（柔術関係を含む）である。これについては、かつ
て筆者が調査した戦前に出版された柔道関係書の文献リスト13に依るところである。さら
に雑誌関係では、講道館から発行されていた機関誌をはじめ、武道および体育、教育関係
雑誌を用いる。 
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 また、本研究で対象とする期間は大まかには明治初期から戦前までとしている。ただ、
昭和 12 年（1937）の日中全面戦争の突入によって次第に戦時体制が進み、昭和 13 年
（1938）に公布された「国家総動員法」により日本社会全体が総力戦体制へ移行してい
く。学校制度としては、昭和 16年（1941）の「小学校令改正」（勅令第 148号）により
小学校が国民学校と改称し、体操科という教科名も体錬科に改められ、さらに師範学校、
中学校についても昭和18年（1943）の法令改正により同じく体錬科となり、武道は体錬
科武道として科目独立を果たすのであるが、それにともない、学校体育における武道も戦
技化が強く打ち出されるようになっていく。したがって、この時期の学校体育はそれ以前
とは明らかに性格を異にするため、学校体育に関する法令改正は若干遅れるのだが社会的
情況を考慮して、昭和13年（1938）の「国家総動員法」公布以降のいわゆる戦時体制下
の学校柔道については本研究では取り扱わないものとする。 
 
第三節 論文の構成 
 
 本論文の構成は、以下のとおりである。 
 
  序 章 研究の目的・研究の方法・論文の構成 
  第一章 柔道技術の体系化 
  第二章 正科採用に向けた教材化の試み 
  第三章 乱取技による教授内容・方法の確立過程 
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  第四章 形による教授内容・方法の確立過程 
  結 論 
 
 まず第一章では、柔道の技の体系がどのようにして成立していったのかを明らかにして
おく。明治15年（1882）に講道館柔道を創始した嘉納は、柔道をどのように教えていく
のかを、自らが修行した柔術の技術をもとに教育的観点から様々な工夫や技の取捨選択を
行って柔道の技の体系を構築していく。そこにはすでに柔道の学校正科教材化が念頭に置
かれていたと考えられ、学校でどのように教えていくのかということも含んでいた。当時
はまだ柔術界における新興の一流派に過ぎなかった講道館が揺籃期である明治20～30年
代にかけて、他の柔術諸流派との間で覇権を競う競合関係のなかで、柔道の技術の中核を
なす乱取技が、柔術諸流派の技術体系とは一線を画し、安全性や競技性を備えた技の体系
が整備され、「柔道」として一般化していく過程を解明していく。 
 第二章では、学校正科教材化することを前提に柔道の技術体系を構築した嘉納が、明治
期において正科教材採用に向けた教材化の試みを展開していく過程を明らかにしていく。
とりわけ、明治16年（1883）の体操伝習所による、武術の学校体育教材としての適否調
査の結果、武術を不採用とした文部省に対して、嘉納がその後、柔道の正科採用に向けて
どのように適合を図っていったのかを嘉納による柔道の教材化の実践事例からみていく。 
 第三章では、明治44年（1911）に中学校で柔道が正科採用されて以降、学校柔道がど
のように行われるようになっていったのか、とりわけ乱取技による教授内容・方法の確立
過程について明らかにする。文部省は正科採用された学校柔道の教授内容・方法について、
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昭和11年（1936）までの間、一定の方式を示さなかった。それに代わるものとして行わ
れた文部省主催武術講習会において示された乱取技の内容がどのようなものであったの
か、またそこで伝達された教授内容・方法が各地に定着していき、全国統一の教授法とし
て次第に平準化していく過程を個別の事例をもとにみていく。 
 第四章では、中等学校へ柔道が正科採用されて以降、学校柔道がどのように行われるよ
うになっていったのか、形による教授内容・方法の確立過程について明らかにする。正科
採用された学校柔道は、第三章で明らかにされた乱取技を中心に行われるようになるので
あるが、その技の練習に入る前の導入教材として形が位置づけられ初心者指導法として整
備されていく。それがどのような内容であったのか、具体的な実践事例の分析からみてい
く。 
 以上を通して、戦前の学校柔道がどのような内容でどのように教えられていたのか解明
され、嘉納が志向した学校柔道の教授内容・方法の在り方が追究されるであろう。結論に
おいては、それらを総括する。 
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第一章 柔道技術の体系化 
 
序 節 本章の目的 
 
 万延元年（1860）、現在の兵庫県神戸市東灘区御影町に生まれた嘉納は、11歳で上京し、
官立開成学校を経て、明治 10年（1877）に 18歳で東京大学の学生となった。東京大学
では文学部で政治学と理財学、のちに道義学と審美学を専攻した。卒業後は、学習院教師・
教頭（明治 15～24年）、第五高等学校長（明治 24～26年）、東京高等師範学校長（明治
26～31年、明治 34～大正 9年）を歴任し、明治 24年からは文部省参事官を兼任した。
そのほかに、アジアで最初の国際オリンピック委員を務め（明治 42～昭和 13年）、明治
44 年（1911）には現在の日本体育協会の前身である大日本体育協会を設立するなど、生
涯を通して、教育界・体育界に多大な貢献を為したのであった。 
少年期から勉学には秀でていたが、体力的には他人に劣っていると自覚していた嘉納は、
大学入学後、天神真楊流の福田八之助について柔術1の修行を始める。明治12年（1879）
に福田が没し、引き続いて磯正智につき天神真楊流を修行したが、その磯も明治 14 年
（1881）に没した。そこで同年、旧幕府講武所教授方であった飯久保恒年についてさらに
起倒流を修行し、嘉納が講道館を興した明治15年（1882）の翌年、明治16年（1883）
に起倒流の免許皆伝を受けている。どちらかといえば、天神真楊流は当身
あてみ
技や絞
しめ
技・関節
技などの固
かため
技を多く有し、起倒流は投
なげ
技を多く有する流派とされており、嘉納は、この
趣の異なる二流の修行を通じて柔術の本質を体得し、さらに書物などを通じて他の流派に
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も広く目を向けてそれらを考究した。 
明治15年（1882）に嘉納は、自らが修行していた柔術を範として講道館柔道を創始す
るのであるが、その技術は序章でも触れたように柔術を母体としていた。柔道の技術体系
を構築していく過程で、嘉納は自らが学んだ柔術諸流派の技術の内容・方法を教育的観点
から取捨選択し、改良等をしていくのであった。嘉納は、柔道の練習法として、定められ
た攻防パターンを反復する「形」と自由に技を掛け合う「乱取」の2つの方法を設定する
のであるが、講道館柔道では乱取を主とする練習が行われるようになり、乱取で用いられ
る技が柔道の技術の中核を成していった。 
 嘉納は柔術について、「古くは形ばかりのものであつたのだ。それが幕末になつて、形
の残り合といふものから始まり、遂に乱取が始まつたのである。」2「乱取が盛んになつた
のは、維新前余り遠いことでない。」3と述べている。また、乱取の起源について桜庭は、
「今日の如き乱取の始まつたのは大体徳川九代から十一代将軍家斉の頃にかけてゞあつ
たらうと思はれるのである。そしてその乱取が大いにその価値を認められ、奨励されたの
は、その後安政年間に出来た幕府の講武所に於てゞあつたらう」4と推察している。もと
もと江戸期の柔術諸流派においては、形中心の稽古が主流であったのが、幕末期になって、
社会的情況から実戦能力が問われるようになり、柔術の稽古において乱取を行う流派が出
てきたのであった。 
創始間もない明治 20年前後の講道館柔道は、当時の柔術界においては新興の一流派に
過ぎず、他の流派とは技術的に競合関係にあった。また柔術は、明治という新しい時代の
到来による武士社会の崩壊とともに他の武術と同様、一時期著しく衰退することとなり、
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柔術諸流派においては生き残りをかけた技術の変革がなされていく。一方で嘉納は、後述
する警視庁武術大会などの他流試合によって技術的交流が行われるなかで、自らが創始し
た講道館柔道を世に普及させるため、他の流派の技術体系とは一線を画した安全性や競技
性を備えた技術体系として整備していったとみられる。 
明治38年（1905）には武術諸流派の統括団体として大日本武徳会が設立され、翌明治
39年（1906）に柔術の統一形として、講道館の技の内容が大部分において採用された「大
日本武徳会制定柔術形・乱取之巻」5が制定される。この形は、「投技の形」（15本）と「固
技の形」（15本）から構成されており、主に乱取で用いられる投技・固技を練習するため
にモデル化された形であった。講道館においてもこれを採用し、「講道館柔道乱取の形」
と称したことにより、少なくとも乱取に関しては、講道館を中心とした柔道へ技術的に一
本化されたといわれる6。つまり、この時点において、柔術の一流派であった講道館柔道
がいわゆる「柔道」として一般化したとみることができる。 
したがって、本章では、講道館の揺籃期であった明治 20～30年代にかけて、柔術諸流
派との競合関係のなかで、柔道の技術体系がどのようにして整備されていったのかを明ら
かにしていく。分析の方法は、明治初年から明治 39年までに出版された柔術・柔道関係
書7を対象として、この間における柔術諸流派の技法と講道館柔道における乱取技の変遷
及びその成立過程について検討を進めていく。 
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第一節 明治期における柔術諸流派の技法について 
 
 明治期以前の柔術における修行法は、ほとんどがそれぞれの流儀の形によるものであっ
た。形は、実戦的技術をパターン化したもので、攻撃防御の方法について予め種々の約束
事を定めて、身体の操作法を規定し、その規定に従って体を運用するため、危険性がなく
教習上都合の良い方法であった。幕末期には、武術本来の実戦能力を養うという意味から、
自在な動きのなかで、「先方が、どんな技を仕掛け、どんな方法でくるかわからない状態
に於て、互に仕合ふことは、極めて必要」8であるとして、乱取を行う流派が出てきた。
ただし、これはあくまで形を一定程度習得した後に、その応用としての稽古の仕方という
位置づけであった。また一方で、乱取の登場により、流儀の枠を越えた他流試合を可能に
した。 
 明治期に入り、講道館柔道を創始した嘉納は、乱取について、「講道館柔道に於いては、
勝負と練体とは同時に修め得らるゝ方法を取つたのである。その訳は、勝負の修行をする
場合にも、怪我を避けることが必要であり、同時に兼ねて身体を強健にすることは願はし
い。又練体として修行する場合にも、体操の如き意味のない運動は厭き易く精神が籠り難
いが、平行して攻撃防御の練習が出来れば面白くもあり有益でもある。さういふ訳で出来
るだけこの両者を兼ね得るやうに仕組んだのである。」9と述べている。つまり、柔道は体
育を大きな目的の一つとして行うため、柔術諸流派で行われていた乱取から当身技などの
危険な技を取り除くことで安全性を確保し、さらに身体の強化や修行者の興味などにも配
慮したものへと整備した。ここでは、当時の学校体育の主教材であった体操との対比にお
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いて、柔道の運動としての有益性が述べられており、明らかに嘉納が柔道を学校体育教材
として適合させる意図を持って柔道の技術体系を構築していったことがわかる。 
また、「最初私が講道館を開いた頃の教授法は、自分の習つた時とは違へた。私が習つ
た時は、先づ形から始めたのであるが、教へるやうになつた時は、乱取から始めることに
し」10、「形といふものは、之をきりはなしては殆んど教へては居ない。乱取の合間々々に
形を編み込んで教へるといふ方針をと」11り、「乱取の練習と共に、自然と形の意味合が会
得せられるといふ風であつた」12と述べており、講道館柔道では形よりも乱取が主となる
ものであった。このように、柔術諸流派と講道館柔道では、乱取の位置づけが明らかに異
なるものであった。 
 明治18年（1885）に警視庁で行われた武術大会での活躍をはじめ、柔術界における講
道館のめざましい台頭に対し、柔術諸流派においても、生き残りを賭けて変革を試行した。
それは、他流試合用の技術、すなわち講道館の乱取に勝つための「乱取」を模索すること
であった。一方、講道館にとっても、柔術諸流派に負けない乱取で対抗することが必要で
あった。このように、講道館と他の柔術諸流派は、それぞれ互いを意識し、乱取の技術を
向上させ、技を体系化していったといえる。したがって、この時期の柔術諸流派における
「乱取」は、明治期以前のものとは異なるものと見なければならない。言い換えれば、も
ともと戦場での戦闘術を源流とする柔術において相手を「捕縛する」ことを中心にした乱
取から、「投げる」ことを中心にした今日の柔道の技へと、柔術の技術統合がなされるま
での中間領域として、この時期の「乱取」を捉えることができる。 
 以下本節では、この明治期の「乱取」について、柔術諸流派に着目して見ていくことと
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する。 
 表１は、明治初年から「大日本武徳会制定柔術形」が制定される明治39年（1906）ま
でに出版された柔術・柔道関係書のうち柔術諸流派の「乱取」の技についての記述がある
文献6冊と嘉納が講道館柔道の技術的な理論体系を初めて公表した明治22年（1889）の
「教育上ノ価値」13講演に示された講道館柔道の乱取技とを比較したものである。表１で
取り上げた、柔術諸流派に関する6文献は、以下のとおりである。 
・『柔術剣棒図解秘訣』14（以下『剣棒図解』という） 
・『天神真楊流柔術極意教授図解』15（以下『教授図解』という） 
・『柔術演説筆記』16（以下『筆記』という） 
・『柔術講義』17（以下『講義』という） 
・『死活自在接骨療法柔術生理書』18（以下『生理書』という） 
・『柔術及撃剣－活法秘伝並棒縄図解－』19（以下『柔術及撃剣』という） 
  なお、上記の文献中で示された「乱取」の技はごく一部であり他にも多数あるというこ
とが、すべての文献で断り書きされていた。 
 また表１では、文献中に解説文の無い技については、図や技名称から判断できる範囲で、
同じ技法と確認されたものをそれぞれ横に対応するように並べ直した。「構捕」「相方ノ位
捕」「地取リ（乳取リ）」「最初取方受方ノ心得」は、左右の手の持ち方や足の使い方など、
相手との基本的な組み方や対応の仕方について示したものである。 
 柔術諸流派に関する 6文献について概観すると、『剣棒図解』の「背負投」「捨身」「組
合突込」「胴〆」「腕シギ」「小手シギ」については、すべての文献にそれぞれ対応する技 
17 
 
表１ 明治期における柔術諸流派の技法と講道館柔道の乱取技の比較一覧 
「教育上ノ価値」 『剣棒図解』 『教授図解』 『筆記』 『講義』 『生理書』 『柔術及撃剣』
 (明22)  (明20) (明27) (明29)  (明33)  (明29)  (明32)
構　捕 相方ノ位捕 地取リ(乳取リ） 最初取方受方ノ心得 構　捕
［手技］
浮　落
背負投 背負投 背逐投 背負投ケ 脊負投捕 背負投
（櫓落シ） 高矢倉捕流
須久飛
［腰技］
浮　腰
掃　腰 払ヒ腰 腰払捕
腰　投 腰投ケ 入腰捕 腰　投
腰　技 腰入ノケゲロ 腰投捕
釣込腰
後　腰
［足技］
足　掃 足払捕
小外刈
スクイ足
大外刈 襟　捕 股　払 襟　捕
股払捕
足　払
内　股 内股払
［真捨身技］
巴　投 捨　身 捨身捕 捨　身 捨身捕 捨　身
捨身投 捨身投
立捨身捕
裏　投
［横捨身技］
横　掛 横捨身掛捨身
浮　業
横　車
蟹鋏捕
［固技］
並十字絞 喉締捕
逆十字絞
後裸絞 肌我捕 ハダカ〆 肌我捕 裸体締捕
〆込ミ 締込捕
片手絞
突込絞 突　込 腰投ノ入掛 突　込 突　込
組合突込 強身〆 迎向突込 突込締捕 組合突込
袖　車
両手詰
送り襟
胴　〆 胴　〆 胴　詰 胴締捕 胴　〆
四方固
袈裟固
肩　固
頸挫技数種
腕挫数種 腕シギ 腕シギ 腕　敷 腕シギ捕 腕ジキ
小手シギ 小手引 小手敷 小手逆捕 小手ジキ
（足敷） 足シギ捕
胸取リ
投　構
片手絞リ捕
首投捕
水月當捕
甲冑捕
注）『剣棒図解』は，天神真楊流の解説書で乱取十二本の図と解説がある。『教授図解』では，「スクイ足」 「足払」「払ヒ腰」「腰投」の四つにつ
いては図と解説があるが，それ以外は図のみである。なお，「強身〆」及び「腕シギ」は，今回対象とした明治27年の訂正再版には，この二つ
の技の図の名称が欠落していたため，大正14年の復刻版より補完した。『筆記』は，竹内流系統である至心流の解説書で，書体が手書きであ
る。『講義』は，『筆記』の活字版であるが，共に乱取については技名のみの記述である。しかし，『講義』において，一部名称が『筆記』と異なる
ものがあるため，それをカッコ書きで表中に示した。『生理書』は，天神真楊流の解説書で図と解説がある。『柔術及撃剣』も天神真楊流の解説
書で乱取十二手の技名のみの記述である。
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が記述されている。また、同じく『剣棒図解』の「腰技」「襟捕」「肌我捕」「突込」や、『教
授図解』の「腰投」なども過半数の文献にそれぞれ対応する技が出ている。このことから、
これらの技は、当時柔術諸流派の「乱取」において比較的よく使われていた技であったと
推察される。また、「教育上ノ価値」講演で示された技名は、講道館柔道の草創期におけ
る乱取の技名称として公表されたものである。 
 両者を比較してみると、「背負投」については、その技名が「教育上ノ価値」講演より
も前に出版された『剣棒図解』においても出てきていることから、柔術諸流派において既
に使われていた技名称であったと推察される。その技法として、明治20年（1887）発行
の『剣棒図解』では、相手の肘関節を逆に極めながらの、いわゆる「逆一本背負投」がと
り上げられている（図1参照）。ところが、明治27年（1894）発行の『教授図解』では、
今日の柔道の「一本背負投」と同じような、肘を逆に極めず、相手の腋の下に腕を入れて
抱え上げるような図を掲載している（図2参照）。さらに、明治29年（1896）発行の『生
理書』においても同様の技法を解説している。 
『剣棒図解』と『生理書』の著者は、共に井口松之助であるが、井口は、『教授図解』
の出版にも関わっており、「実質上は著者に近い存在であったと言われる。」20。したがっ
て、同一の著者の文献で示された技法が、時代によって異なることになり、少なくとも「背
負投」の技法は、明治 20年から 27年21の間に技術変革がなされたといえよう。つまり、
肘の逆関節を極めるという実戦的で危険な技法を排除し、「乱取」に適した、相手の腋の
下に腕を入れて抱え上げる安全なものへと作り変え、明治27年（1894）以降はそれが定
着していったと見てとれる。また、今日の講道館柔道の「背負投」は双手の「背負投」と 
19 
 
 
図１ 『剣棒図解』（明治20年）の「背負投」 
 
図２ 『教授図解』（明治27年）の「背負投」 
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「一本背負投」とに分類されるが22、当時柔術諸流派における「背負投」は、短袖の稽古
着を使用していたため、相手の手首や腕を掴んで施す、「一本背負投」とほぼ同じ形態の
技が行われていた。したがって、相手の襟と袖下を持って施す双手の「背負投」は、袖の
長い稽古着を用いるようになってから創作されたものと推察される23。 
 柔術諸流派における技法では、腰を落として重心を低くし、講道館でいう「自護体」を
基本姿勢とするものが多かったので、「掃
はらい
腰
ごし
」や「内股
うちまた
」のような片足一本で立って、
相手を片足で跳ね上げて投げるという技法は、元々柔術諸流派には無かったようである。
明治18年（1885）の警視庁武術大会において、講道館が楊心流戸塚派に大勝した要因が、
足技を中心とした小技の妙味であったと言われているように24、講道館が乱取を中心とし
た稽古によって培った、軽妙な足捌きを用いた技法を得意としていたことからも、「掃腰」
「内股」などの片足跳ね上げ系の技は、講道館で創作された可能性が高い。このようにみ
れば、「掃腰」「内股」に対応する柔術諸流派の「乱取」が、『剣棒図解』には無く、「教育
上ノ価値」講演以後に出版された『教授図解』『生理書』においてみられたことから、柔
術諸流派の側が講道館からその技法を採り入れたという見方もできる。 
 「巴投」「後裸絞」「突込絞」「腕挫（十字固）」などは、名称や技法において柔術諸流派
の「乱取」と共通点が見られることから、ほぼそのまま講道館でも採用されたものである
と推察される。 
 そのほか、「教育上ノ価値」講演には示されていないが、現在の講道館柔道の技と柔術
諸流派の「乱取」の技との対応を見てみると、まず、『講義』の「（櫓落）」と『生理書』
の「高矢倉捕流」は「体落」と同じ技法である。『筆記』の「須久飛」は、その名称より
21 
 
明らかに「掬
すくい
投」と同じであると判断できよう。『教授図解』の「腰投」、『筆記』および
『講義』の「腰投ケ」、『生理書』の「入腰捕」、『柔術及撃剣』の「腰投」は、現在の「大
腰」に対応する。『剣棒図解』の「腰技」、『教授図解』の「腰入ノケゲロ」、『生理書』の
「腰投捕」は、現在の「釣腰」に対応する。また、『教授図解』の「スクイ足」は「小外
掛」。『生理書』の「股払捕」は「大外車」。『教授図解』の「足払」は「足車」。『生理書』
の「蟹鋏捕」は「蟹挟
かにばさみ
」と同じ技法である。 
 
第二節 講道館柔道の「投技・固技」について 
 
 「教育上ノ価値」講演のなかの「柔道勝負法」では、講道館柔道の「投技・固技」を紹
介する際、数ある技のうち「幾個カ御覧ニ入レマス。」25と断っており、すべての技をとり
上げてはいない。 
 かつて、村田26が紹介した嘉納の柔道講義用ノート『柔道雑記』27には、その冒頭に「明
治二十一年八月十三日ヨリ七日間夕七時頃ヨリ講道館ニ於テ（富士見町壱丁目）左ノ要目
ニ就キ柔道一班ノ講義ヲ為セリ」と記して、以下に講義のレジュメが書き留められている。
これは、「教育上ノ価値」講演より前に書かれたものであるが、その内容からみて、「教育
上ノ価値」講演と一連のものであったと判断できる。『柔道雑記』では、「投技・固技」の
技名が詳細に挙げられており、講道館草創期における乱取の技を伝えるものとして、「教
育上ノ価値」講演以上に史料的価値が高い。 
 本節では、明治39年（1906）までに出版された柔術・柔道関係書のうち、講道館柔道
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の「投技・固技」について記述のある『柔道』28及び『柔道大意』29の2文献と、『柔道雑
記』とを比較して、明治期における講道館柔道の技の変遷を見ていくこととする。 
表 2、3は、上記 3文献に示された「投技」「固技」をそれぞれ一覧にしたものである。
『柔道雑記』に示された技で、『柔道』あるいは『柔道大意』にも掲載されているものに
ついては、講道館草創期に嘉納が構想した技がその後も残っていったものといえよう。 
 表 2 において、『柔道雑記』にのみとり上げられている技は、「朽木倒」30「分」31「真
向翻」32であった。「朽木倒」は、今日の講道館柔道の技名称にも見ることができるが、「分」
と「真向翻」は講道館でいつまで行っていた技なのかよくわからない。この他、「半腰」33
「釣落」34「捨身腰」35も、現在は用いられていない技名称であるが、戦前の柔道関係書
において散見することができる。「半腰」は、昭和7年（1932）発行『中等学校用柔道教
範』36に、「釣落」は、昭和 17 年（1942）発行『柔道－其の本質と方法－』37に、「捨身
腰」は、昭和3年（1928）発行『柔道正解』38にそれぞれ出てくるが、それ以降の戦前の
文献には見当たらない。 
このような草創期に見られて、後になくなってしまった投技の多くは、自らの体を投げ
出しながら相手を投げようとする技法で、いわゆる捨身技に類するものであり、ある程度
の熟練した技術がないと投げる側も投げられる側も危険を伴うものである。おそらく、嘉
納は、技術の体系化を進める過程で、誰もが安全に行うことができるという大衆性の観点
から、こうした危険を伴う技を取り除いていったものと思われる。 
 そのほかでは、「大外落」「山嵐」「谷落」については、3 文献で技の分類が異なってい
た。「大外落」39は、『柔道雑記』では「足技」であるが、他の2文献では「手技」に分類 
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表２ 明治期における講道館柔道の「投技」の変遷 
送足掃
出足掃
掃釣込足
支釣込足
大内股
小内股
高内股
大外苅
大外落
小外苅
大内苅
小内苅
膝　 車
内捲込
外捲込
 
送足払
背負落
 
 
［真捨身業］
裏　 投
釣　 落
『柔道大意』(明38 )
［手技］
［腰技］
［足技］
［真捨身技］
浮　 落
［手業］
［腰業］
掬　 投
　　　　　  背負投（十二種）
浮　 落
『柔 道』(明36 )
 
　　　　 帯 　落（二種）
　　　 　体　 落（二種）
［手業］
［腰業］
［足業］
［捨身業］
　　　 　大外落（二種）
肩　 車
［横捨身業］
　　　　 跳 　腰（三種）
山 　嵐
巴　 投
裏　 投
釣　 落
　隅翻二種
背負投
掬　 投
 内 　股
足　 掃
釣込足
横分レ
巴　 投
『柔道雑記』(明21)
［足業］
浮　 落
浮　 業
内捲込
注１）同じ技については，横に対応させて並べ直した。
注２）『柔道雑記』中のゴシック体の技名は、『柔道一班並ニ其教育上ノ価値』にも記述されている技を示したものである。
注３）『柔道雑記』は，技名のみの記述であったが，『柔道』では，一部の技について，『柔道大意』では，すべての技についての解説文
が記載されている。
巴　 投
裏　 投
隅　 翻
外捲込
谷　 落
抱 　分
引込返
足　 車
大外車
　　　 　膝 　車（二種）
　　　 　小内刈（二種）
燕返し
俵 　翻
          横 　掛（三種）
横　 車
大内刈
　　　   小外刈（二種）
　　　 　大外刈（二種）
　　　　 内　 股（三種）
　　　　 釣込足（二種）
出足払
体　 落
帯　 落
朽木倒
浮　 腰
掃　 腰
釣込腰
大　 腰
後　 腰
半　 腰
移　 腰
大釣腰
小釣腰
分
真向翻
　横　 掛
　横　 車
　浮　 業
　谷　 落
捲　 込
　横　 分
捨身腰
浮　 腰
大　 腰
　　　 　払　 腰（三種）
後　 腰
半　 腰
移　 腰
　　　 　釣 　腰（二種）
　　　 　腰　 車（三種）
背負投
掬　 投
体　 落
帯　 落
肩　 車
大外落
浮　 腰
掃　 腰
釣込腰
大　 腰
後　 腰
移   腰
釣　 腰
 
腰　 車
跳　 腰
送足掃
出足掃
　 掃釣込足
　 支釣込足
内　 股
大外刈
小外刈
大内刈
小内刈
膝　 車
大外車
足　 車
谷　 落
山　 嵐
横　 分
抱　 分
横　 落
隅　 返
俵　 返
横　 掛
横　 車
浮 　技
外巻込
［横捨身技］
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表３ 明治期における講道館柔道の「固技」の変遷 
　上四方固
　縦四方固
　横四方固
　本袈裟固
　崩袈裟固
　並十字
　逆十字
　片十字
袖　   車
送   　襟
袖　   車
片 内 絞
送   　襟
 肩  　固
 胴  　絞
 四方固
袈裟固
　 浮固二種
注１）同じ技については，横に対応させて並べ直した。
注２）『柔道雑記』中のゴシック体の技名は、『柔道一班並ニ其教育上ノ価値』にも記述されている技を示したものである。
注３）『柔道雑記』は，技名のみの記述であったが，『柔道』では，一部の技について，『柔道大意』では，すべての技についての解説文が記載さ
れている。
　　　 片手絞(並･逆) 片 手  絞 片 手 絞
　　押詰(手･足)
両 手 詰 両 手 絞
　　裸絞(前･後) 裸　　　絞 　　裸絞(一)(二)
突 込 絞 突 込  絞 突 込 絞
前十字絞
後十字絞
逆十字絞
片十字絞
十字絞
   首挫六種 首  挫  き 首　 　  挫
並十字絞
［首固］ ［絞め］ ［首固］
肩 固 め 肩  　　固
向う固め
脇 固 め
本袈裟固
崩袈裟固
浮　　　固
四方固め
袈裟固め
胴   　 絞
上四方固
縦四方固
横四方固
［体固］ ［抑へ］ ［体固］
足　  詰 足　  詰
足　  緘 足　  緘
［足固］ ［足固］
足　  挫 足 挫 き 足　  挫
 
  腕緘二種 腕　  緘
  腕挫三種 腕 挫 き 　　　　　腕    挫(一)(二)
逆　  指 指 挫 き 逆　  指
　 　小手挫三種  小手挫き 　　　　　　　小手挫(一)(二)(三)
『柔道雑記』(明21) 『柔 道』 (明36 ) 『柔道大意』(明38 )
［手固］ ［逆］ ［手固］
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されている。「山嵐」40は、『柔道』では「手技」であるが、『柔道大意』では「足技」に分
類されている。「谷落」41は、『柔道雑記』『柔道』では「横捨身技(捨身技)」であるが、『柔
道大意』では「足技」に分類されている。 
 なお、「大釣腰」「小釣腰」は、現在講道館では、「釣腰」の名称で総括して使われてお
り、「取が、右手で受の左肩、又は左腕越しに帯を握って釣り込む技法を、一般には『大
釣腰』と呼」42び、また、「取が片腕を受の腋下に入れて帯を握る技法を、一般には『小釣
腰』と呼んで」43、通称として用いられている。 
 表 3 において、『柔道雑記』にのみとり上げられている固技は、「押詰(手・足)」44「片
内絞」45であった。ともに今では使われなくなった技名称であり、どのような技法なのか
よくわからない。この他、「浮固」46「向う固め」も、現在は用いられていない技名称であ
るが、戦前の柔道関係書において散見することができる。「浮固」は、昭和14年（1939）
発行『柔道模範講習録・第二巻』47に、「向う固め」は、明治44年（1911）発行『柔術教
授書・奥秘龍之巻』48にそれぞれ出てくるが、それ以降の戦前の文献には見当たらない。 
 また、「逆指」「小手挫」「足挫」「足詰」といった、明治33年（1958）の「講道館柔道
乱取試合審判規程」で早くも禁止される肘関節以外を極める関節技なども見られる49。「足 
緘」「胴絞」についても、大正5年（1930）改正の「同規定」で禁止技とされた50。危険
な関節技については、明治30年代以降から学校間対抗試合などが盛んになって競技化が
進んでいく中で、安全に試合や練習が行えるよう危険な技を取り除いていくことが競技ル
ールの整備と同時進行しながら行われていったものと考えられ、安全性と競技性をもった
柔道の技術体系が構築されていったことがわかる。 
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第三節 まとめ 
 
 本章では、明治期の「乱取」を、近世柔術の「捕縛する」ことを中心にした乱取から、
「投げる」ことを中心にした柔道へと技術統合がなされるまでの中間領域として捉え、当
該期における柔術諸流派と講道館柔道における、それぞれの「乱取」の技の変遷及びそれ
らを比較検討することによって柔道技術の体系化の過程についてみてきた。 
 明治 20年代になって、柔術界では講道館の台頭により、他の柔術諸流派との競合関係
が生じると、両者の間で他流試合を想定した技術の競合が行われ、試合を目的とした乱取
技が体系化され、技術的発展を遂げた。つまり、柔術諸流派に内包された殺傷捕縛の技術
からの分離が図られ、安全性が確保され競技性を備えた試合に適した「乱取」へと変革し
た。結果的にこの変革が、柔術の技術統合を促し、「乱取」の技術に勝る講道館に吸収さ
れることとなった。ただし、殺傷捕縛の秘伝として伝えられた柔術諸流派の形は、それぞ
れの流派内で伝えられていった。 
 嘉納が柔道技術の中核に位置づけた乱取技は、柔術諸流派の技術体系とは一線を画し、
安全性や競技性という観点から技術体系が整備され、「柔道」として一般化し、定着して
いくのであった。教育者であった嘉納は、柔道を構想した初期の段階から「教育的価値」
を付与する方向で技術を体系づけていったといえる。 
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第一章 本文註 
                                                  
1 柔術とは、戦国の世を経て江戸期に体系づけられた素手を主体とする武術である。 
2 嘉納治五郎（1927）：柔道家としての嘉納治五郎(十二)，作興，6（12），86頁． 
3 嘉納治五郎（1921）：一般の修行者に形の練習を勧める，有効の活動，7（11），3頁. 
4 桜庭武（1940）：日本教育柔道要義，培風館，288-289頁. 
5 原典では「大日本武徳会制定柔術形・乱捕之巻」と表記され、「乱捕」という字が使われている。当時
はその字を用いるのが一般的であったが、本研究では「乱捕」という表記を本文中ではすべて「乱取」
に統一して用いる。 
6 中村民雄（1981）：近代武道教授法の確立過程に関する研究(二)－｢形｣の制定について－，武道学研究，
13（3），2頁. 
7 池田拓人（1999）：柔道関係書の年代別出版状況に関する研究(1)（『武道学研究』31（3），44-55頁.）
中の表１における当該期に出版された35冊とする。 
8 前掲2，87頁. 
9 嘉納治五郎（1926）：武道篇柔道，新日本史，第四巻，萬朝報社，642-643頁. 
10 嘉納治五郎（1930）：道場に於ける形乱取練習の目的を論ず(其の三)，柔道，1（4），3頁. 
11 前掲2，87頁. 
12 前掲10，3頁. 
13 嘉納治五郎（1889）：柔道一班並ニ其教育上ノ価値，大日本教育会雑誌，87，446-481頁. 
14 井口松之助（1887）：柔術剣棒図解秘訣，魁真楼. 
15 吉田千春，磯又右衛門（1893）：天神真楊流柔術極意教授図解，訂正再版，井口松之助刊. 
16 岩瀬重周（1896）：柔術演説筆記，松田蔵吉刊. 
17 岩瀬重周（1900）：柔術講義，再版，松田蔵吉刊. 
18 井口松之助（1896）：死活自在接骨療法柔術生理書，魁真楼. 
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19 藤川是道（1899）：柔術及撃剣－活法秘伝並棒縄図解－，大阪同志館. 
20 平上信行（1992）：秘伝古流柔術技法，初版，愛隆堂，33頁. 
21 『教授図解』の初版は，明治26年とされているが，今回は，明治27年発行の訂正再版と大正14年
発行の復刻版を用いた。 
22 かつて講道館では，「背負投」を各種の技法（「双手背負投」「一本背負投」等）を総括した名称とし
て用いていたが，1997年に技名称の一部変更が行われ，「一本背負投」を「背負投」から分離して新
たに加えた。 
23 磯貝一述「柔道手引草(第三回)」（『武徳誌』第二篇第五号，43頁，1907年）によると，「稽古衣とし
ては洋服に少しく太い袖口に握り拳が這入る位の筒袖にして長さも今一二寸で手首に達する位迄にす
る事が必要である。････(中略)････明年（筆者註:明治41年5月）の武徳会大会の節は演武者は皆此
の通りの上衣でなければならぬと云ふことにしたならばよからう」という嘉納治五郎の提案で，以後
長袖の稽古着が用いられるようになった。 
24 長谷川泰一（1938）：柔道乱取に現はれた技の変遷，武専校友会誌，28，22頁. 
25 前掲13，466頁. 
26 村田直樹（1999）：嘉納治五郎師範に学ぶ(第8回)，月刊武道，1999年8月号，43頁. 
27 嘉納治五郎（1888）：柔道雑記，講道館蔵. 
28 内田良平（1903）：柔道，再版，黒龍会出版部. 
29 有馬純臣（1905）：柔道大意，再版，岡崎屋書店. 
 なお，同年に同じく有馬の『通俗柔道図解』が出版されているが，この中でとり上げられている技は
全て『柔道大意』に含まれているため，必要に応じて参照した。 
30 「朽木倒」は，現在も講道館の正式な技名称であり，明治41年発行の『柔道の真髄』（鈴木安一著，
有朋館，19頁）などにも，とり上げられている。 
31 「分」は，現在講道館には無い技名であるが，明治42年発行の『柔道手引草』（磯貝一：武徳会誌発
売所，25頁）などに技名はとり上げられている。 
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32 「真向翻」は，現在講道館には無い技名で，戦前の柔道関係書においても見当たらない。 
33 野口清『柔術修業秘法』（帝国尚武会，大正元年）には，これは払腰から転化した技で，外股を払い
上げるのを払い上げずに，その足を相手の外踝の外側に踏み付ける点が違うだけで、その他は払腰と
同じ要領であると解説されている。 
34 帝国尚武会編『神道六合流柔術教授書・龍虎之巻』（帝国尚武会，大正11年）には，「四つに組みた
る場合、敵の体が稍々左前隅に傾かんとしたる時、我は両手に敵の右手を充分に抱き込みて引き付け
つゝ右足の臑を敵の右内股に当てゝ跳ね上げながら仰向に倒れ， 敵を転倒せしむるのである。」と解
説されている。 
35 南摩紀麿『柔道正解』（大阪屋号書店，昭和3年）には，「右手にて相手の首を相手の左方より抱へ腰
投を施し相手と共に倒れ」る投げ方であると解説されている。 
36 武道教育研究会編（1932）：中等学校用柔道教範，大文館，11頁. 
37 石黒敬七（1942）：柔道－其の本質と方法－，旺文社，46頁. 
38 南摩紀麿（1928）：柔道正解，大阪屋号書店，59頁. 
39 「大外落」は，現在講道館では「足技」に分類されている。 
40 「山嵐」は，現在講道館では「手技」に分類されている。 
41 「谷落」は，現在講道館では「横捨身技」に分類されている。 
42 醍醐敏郎（1999）：写真解説講道館柔道・投技上巻，本の友社，226頁. 
43 前掲42，223頁. 
44 「押詰」は，「押絞」と同じ技であると思われる。「押絞」は，明治42年発行の『柔道手引草』（磯貝
一：武徳会誌発売所，29頁）などに技名はとり上げられているが，現在講道館の技名称には無い。 
45 「片内絞」は，明治42年発行の『柔道手引草』（磯貝一：武徳会誌発売所，26頁）に技名はとり上
げられているが，現在講道館の技名称には無い。 
46 南摩紀麿『柔道正解』（大阪屋号書店，昭和3年）には，仰向けになった「相手の横側に中腰となり
て立ち両手にて相手の各両下腕の袖を握りて其の自由を制し左脚を曲げ其の膝を相手の腹部に当て押
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ゆる」と解説されている。 
47 会田彦一指導（1939）：柔道模範講習録・第二巻，大日本柔道普及会，19頁. 
48 深井子之吉（1911）：柔術教授書・奥秘龍之巻，帝国尚武会，183頁. 
49 「逆指」は，手の指を極める技。「小手挫」は，手首を極める技。「足挫」「足詰」は，足首を極める
技である。明治33年の「講道館柔道乱取試合審判規程」では，「初段以上の者と雖も乱取試合の際手
足の指の関節業及手首足首の関節業は之を用いることを許さず。」と定めている。 
50 「足緘」は，膝関節を極める技である。大正5年改正の「同規定」では，「絞業中胴絞，関節業中指
及頸ノ関節業及足緘ハ勝負ノ数ニ加ヘザルモノトス。」とされ，さらに大正14年改正では，「絞技中
胴絞並ニ肘関節以外ノ関節技ハ之ヲ用フルコトヲ許サズ。」と，「肘関節以外ノ関節技」を禁止するこ
とが明示された。 
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明治 16 年（1883）に嘉納が受けた起倒流免状注） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
注）
 講道館監修（1988）：嘉納治五郎大系，第 12巻，本の友社，15頁より転載。 
32 
 
   
「柔術剣棒図解秘訣」の表紙 
 
 
「柔術剣棒図解秘訣」の奥付 
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『柔術剣棒図解秘訣』の乱取技法 
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『天神真揚ママ流柔術極意教授図解』の表紙 
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『天神真揚ママ流柔術極意教授図解』の乱取技法（その①） 
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『天神真揚ママ流柔術極意教授図解』の乱取技法（その②） 
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『天神真揚ママ流柔術極意教授図解』の乱取技法（その③） 
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『柔術生理書』の表紙 
 
 
『柔術生理書』の奥付 
